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立命館災害復興支援基金による被災学生支援金 

出願案内 （２次募集） 
 
 

2011 年 3月に発生した東日本大震災で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

立命館学園では、①今回の震災により影響を受けた立命館で学ぶ学生が、引き続き本学で

学ぶことができるよう最大限の支援を行う、②教育・研究活動を通じて災害に強い社会の構

築に寄与すべく可能な限りの努力を行う、ことを目的に「立命館災害復興支援基金（復興+R
基金）」を創設しました。 
特に教職員を中心とした寄付を活用して、立命館に在籍し、修学の熱意を有しながら今回

の震災によって経済的困難が生じ、学生生活の継続が困難な者の生活費を援助する「被災学

生支援金」を発足させましたので、出願について以下にご案内します。  

 

【１】支援金の概要 

①支給額  月額 50,000 円 *2011 年 4月に遡って支給します。 

   ②支給方法 本人名義の口座に振り込みます。 

   ③支給期間 原則として修業年限まで。 

*1 2011 年度に学部 4回生以上（ただし薬学部を除く）の場合は 2011 年度限り。 

*2 大学院生で、2011 年度に下記に該当する場合は、2011 年度限り。 

・修士課程・博士前期課程 2回生以上 

・博士後期課程 3回生以上 

・一貫制博士課程 5回生以上 

・専門職学位課程 2回生以上 

（ただし、法務研究科の未修者コースの場合は 3回生以上） 

     *3 次年度以降の受給にあたっては、継続審査を実施します。（毎年 4月予定） 

*4 卒業・修了・退学等により学籍を失った場合、学生懲戒規程による懲戒処分

を受けたときは支給を終了します。 

      *5 虚偽の申請等により受給資格がなかったことが支給後に判明したときは、受 

給した支援金の返還を求めます。 

*6 休学をした場合は、その期間中は受給できません。 

           

 

 

 

 



【２】出願資格 

 以下の①から④の条件に全て該当すること。 
① 2011年度に本学の学部・大学院に在籍する正規生 
② 保証人が 2011年 3月 11日に発生した東日本大震災による災害救助法適用地域の居
住者であること、もしくは 2011年 3月 11日時点に居住者であったこと。 

③ 東日本大震災の被災に伴う経済的困難により今後の学生生活の継続が困難となっ

た者。 
  ④ 原則として出願時点において修業年限で卒業できる程度の単位を修得していること、

もしくは出願時点で修業年限を越えて在籍している場合、2011年度に卒業・修了見
込みを有すること。＊条件を満たしていない場合は、学生オフィスにご相談ください。 

 

【３】出願締切 2011年 12月 16 日（金） 17：00 ＜時間厳守＞  延長しました 

（郵送の場合、当日消印有効）  

             

【４】出願書類提出場所  所属キャンパス 学生オフィス  

               朱雀キャンパスはプロフェッショナルスクール事務室  

【５】提出書類 

  出願にあたっては、以下の（１）～（４）の書類が必要です。 
 
（１）立命館災害復興支援基金による学生支援金願書 

（２）学生生活報告書 

（３）家計状況報告書 ※     

（４）被災状況や家計の急変状況を示す書類（コピー可）※ 
以下のいずれかを提出してください。 

生じた状況 提出書類 

人的被害 

<保証人（家計支持者）が死亡の場合> 
 死亡届、死亡診断書もしくは死亡されたことがわかるもの
（住民票や戸籍抄本など） 
<保証人（家計支持者）が長期の入院・加療の場合> 
 診断書、医療費の領収書など 

罹災証明書（消防署または市区町村役場発行）等 
建物被害 

建物等の被害額のわかる見積書、請求書等 

  家計急変 

<保証人（家計支持者）が失職の場合> 
離職票・廃業届など 
 
<保証人（家計支持者）の大幅な収入減の場合> 
震災前後の収入状況がわかるもの（給与明細・帳簿など） 
 

 

※（３）および（４）については、既に学費減免･家計急変奨学金などの出願で学生オフィ

スに提出している場合は提出不要です。（提出以後に状況が変化した場合は提出してくだ

さい。） 



【６】選考 

   今後の学生生活にかかる費用の支弁の見通し・被災状況等を提出された書類および面

接により判断し、選考します。 

＊面接は 12/15～12/22 の間に実施します。所要時間は 15 分程度です。面接日時は、

出願後学内メールアドレス宛にお知らせします。 

 

【７】結果発表  2012 年 1月 17日（予定） 本人宛に郵便にて通知します。 

          採用者には採用説明会を実施する予定です。（1月下旬） 

           

【８】その他 

１）他の奨学金や学費減免との重複受給を妨げません。 

２）他の奨学金や学費減免への申請の有無は条件としません。 

   

＜＜問い合せ先＞＞ 

 問い合わせ時間はいずれも 10:00～17:00 （土・日・祝日を除きます） 

 

立命館命館災害復興支援室 

        TEL：075-813-8130 

 

立命館大学 学生オフィス（衣笠）奨学金係 

（法・産社・国関・政策・文・映像学部 ） 

（法・社会・国際・政策・文・映像・応用・言語・先端・法務・公務研究科）  

   〒603－8577 京都市北区等持院北町 56－1   研心館 ２階 

TEL：075-465-8168    FAX：075-465-8169 

                                                            

 

 立命館大学 学生オフィス（BKC）奨学金係 

（経済・経営・スポーツ健康科学・理工・情報理工・生命・薬学部 ） 

（経済・経営・スポーツ健康科学・理工・MOT・経営管理研究科） 

〒525－8577 滋賀県草津市野路東 1－1－1    セントラルアーク１階 

TEL： 077-561-2854  FAX：077-561-3954 

     

                



立命館災害復興支援基金による被災学生支援金（２次募集） 願書 
 

                                                                               

ﾌﾘｶﾞﾅ 
氏名 

 
 

学部・研究科      学科         ｺｰｽ・専攻     回生 

    
年  月  日生(    歳) 

 
学生証番号            

本人 
住所 

〒                                   
 
 
 
 

TEL： 
携帯電話： 
E-mail： 
 

家族 
住所 

〒 
 
 
 

 
 
TEL：     （   ） 

続柄 氏    名 
年 
齢 現在の職業 在籍年数 勤務先・役職名 同・別居 

父      同・別居 

母      同・別居 

      同・別居 

      同・別居 

      同・別居 

      同・別居 

 
 
就

学
者
を 
除
く
家

族 

       

続柄 氏    名 年齢 在学学校名（2011年 8月現在 ） 学年 通学別 

   国・公・私立  自宅・自宅外 

   国・公・私立  自宅・自宅外 

 
就
学 
者 

   国・公・私立  自宅・自宅外 

① 父または母が生別・死別の場合、その年月＝  年  月から、生別で養育費の有・無「有」の場合：年額   万円 

② 主たる家計支持者が無職（失職）の場合、その年月＝    年    月／その理由＝リストラ・倒産・病気・その他 
その場合の生活費の出所＝ 預貯金 ・ 雇用保険 ・ その他収入援助   金額：年額    万円 

 
 
 
 
 
 

 
家
族

及
び
所

得
の
状

況 
 
 
 
 
 
 

 

③ 収入が出願者本人のみの場合、その収入源＝                 金額：年額    万円 

    

【大学記入欄】※記入不要 



     

続柄 障害の程度（等級） 続柄 介護の程度（等級） 

    

    

障 
害 
者 

  

介護認定者 

  

続柄 療      養       状        況 

長期療養期間＝      年      月 から 

長期療養費用＝年額        円 

障 
害 
・ 
介 
護 
・ 
長 
期 
療 
養 
者 

長 
期 
療 
養 

 

その内保険等で補填されない費用＝        円 

履歴（学歴・職歴・自宅学習・予備校・家業従事などを含む） 日学前・現奨学生番号 

年     月～     年      月  

年     月～     年      月  

本 

人 

履 

歴 年     月～     年      月  

学費負担 
１．家族が全額負担   ２．家族が大部分負担  ３．家族と本人が半分ずつ負担 

４．本人が大部分を負担 ５．本人が全額負担   ６．その他（           ） 

生活費負担 
１．家族が全額負担   ２．家族が大部分負担  ３．家族と本人が半分ずつ負担 

４．本人が大部分を負担 ５．本人が全額負担   ６．その他（           ） 

住居形態 １．自宅通学        ２．下宿 

 

奨学金受給状況 

１.非常災害による学費減免 

２.立命館大学父母教育後援会家計急変奨学金(災害対応枠) 

３.日本学生支援機構奨学金 （第一種 （    ）万円・第二種 （     ）万円） 

４.民間奨学財団（給付型）：具体的奨学金名称（                           ）

５.その他（                          ） 

該 

当 

に 

○ 

ま 

た 

は 

記 
入 

課外活動状況 サークル名＝ 

支援金を出願する理由、家庭状況、震災前後のあなたの収入状況（仕送りの状況など）のほか、特に説明を要する

ことを含めて具体的に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 

願 

理 

由 

 

以上の通り、記載事項に相違ありません。 

 
立命館大学学生部長 殿 

２０１１年   月   日 
                             ＜本人氏名＞            印 
 
 
  



フリガナ 学生証番号

学生氏名 学部 学部・研究科 専攻

　　上記のとおり記載事項に相違ありません。

　　立命館大学　学生部長　殿

保証人： 氏名 印

　　　　（続柄　　　　　　　　　）

住　 所：

電　 話：

※　黒または青のボールペンで父母または保証人が記入してください。

立命館災害復興支援基金による被災学生支援金　家計状況報告書 (2次募集）

年収見込：父（　　　　　）万円　　母：（　　　　　）万円　＊給与収入の場合は支払額、その他所得の場合は所得をご記入ください

家
　
計
　
状
　
況

震災前の状況（職業・勤務先・就労状況など）について詳しくご記入ください。

年収：父（　　　　　）万円　　母：（　　　　　）万円　＊給与収入の場合は支払額、その他所得の場合は所得をご記入ください。

震災後の状況について家計の急変事情を中心に詳しくご記入ください。

　　２０１１年　　　　月　　　　日



 

災害復興支援基金（２次募集）                            

学生生活報告書 
     学部・研究科 

     回生  
学生証番号 

           

氏 名  

 

1. 大学での学修・研究テーマとそれに対する取り組みの状況について自己評価して下さい。 

 
 
 
 
 
 
2. 2011年度後期以降の学修・研究の進め方について計画を述べてください。 

 
 
 
 
 
 
 
3. 卒業後の進路についてどのような希望を持っていますか。また、今後の学修を通して 

  どのように社会に貢献したいと考えていますか。 

 
 
 
 
 
4. その他特記事項があれば記入してください。（課外活動・調査活動・社会貢献活動など） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※必ず出願学生本人が黒または青のボールペンで記入してください。 


